
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静岡大学学生歌 
われら若人 

詞： 髙嶋 善二 
曲： 石井 歓 (1962) 

ピアノ伴奏付き斉唱 
（簡易伴奏編曲） 

 

静岡大学 OBグリークラブ 
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静岡大学学生歌

作曲：石井 歓（1962）

作詞：髙嶋 善二

- 1 -

簡易伴奏編曲：

静岡大学OBグリークラブ（2015）
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1962年の静大祭で産声をあげた学生歌「われら若人」は、静大グリークラブ等学内の合唱団で歌い継
がれてきたが、50年の歳月の間に少しずつ変容し、幾つかの楽譜が乱立していた。静大 OBグリークラ
ブは、本来の歌の姿を求めてオリジナル楽譜を探していたところ、2011年、作詞者の髙嶋善二氏が大切
に保管していた作曲者石井歓氏の署名入り楽譜のコピーを探し当てた。楽譜は、男声合唱とピアノ伴奏

付き斉唱の２種類。従来無伴奏男声合唱と思っていたこの歌にピアノ伴奏付き斉唱の楽譜があったのだ。

同団の検討で、これこそ「われら若人」の原点であることが判明した。 
しかし、この楽譜を詳細に検討してみると、手書き故の誤記や音楽常識に合わない幾つかの問題が明

らかになり、ピアノ伴奏はそのままでは演奏困難なことが指摘された。そこで、静大 OB グリークラブ
は、1962年の学生歌発表会に参加して作曲者の直接指導を受けた人々が健在な今のうちに、これらの問
題点の解決を図るべく活動を始め、その第一歩として、ピアノ伴奏の原曲のオリジナリティーを尊重し

つつ、演奏困難なところを改善した簡易伴奏版を作った。 
 
静大 OBグリークラブは、静大学生や同窓生にこの歌を歌い広めたいと考えている。 


